
この広報誌は、共同募金でつくられています。

10月31日（土）、クロスランドおやべセレナ

ホールにおいて、令和２年度小矢部市社会福祉

功労者表彰式を開催しました。多年、社会福祉

事業に顕著な功績があった方々に、表彰状並び

に感謝状が贈呈されました。

今年度は、新型コロナウイルス感染症予防の

ため小矢部市社会福祉大会を中止し、入場人数

を制限して開催した表彰式でしたが、受賞者の

皆さんは緊張した面持ちで臨んでいらっしゃい

ました。

これからも、小矢部市の「福祉」が向上して

いくことを願っています。
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令和２年度　小矢部市社会福祉功労者表彰式　受賞者

◇ 社会福祉協議会長　表彰

【個人の部】

平田由美子（西福町）　　　　森田　正勝（鴨　島）　　　　上田　福江（浅　地）
竹沢　勝紀（八和町）　　　　山谷　美里（下後亟）　　　　嶋谷千加代（南砺市）
山田　豊一（嘉例谷）　　　　奥川　孝子（安養寺）　　　　中嶋　明広（南砺市）
野村　　宏（野　端）　　　　畠山　清志（平　桜）　　　　加藤めぐみ（砺波市）
田中　玉子（五　社）　　　　桐澤　英明（津　沢）　　　　渡辺　則子（　峠　）
水野　澄子（清　沢）　　　　中田　京子（南砺市）

【団体の部】

茜の会
一般社団法人ガールスカウト富山県連盟ガールスカウト富山県第31団

◇ 市長　感謝

【民生委員・児童委員の部】

片山　　奨（谷坪野）　　　　長田　雅男（末　友）　　　　河原　克美（新富町）

◇ 善意銀行頭取　感謝

【個人の部】

瀨戸　康之（福　久）

【団体の部】

小矢部市長寿会連合会

◇ 福祉作文入選者（市内小・中・高校よりの応募）

【小学生の部】

最優秀　　鈴見萌々花（蟹谷小）
優　秀　　國永　夏陽（東部小）
優　秀　　米田　百花（東部小）
優　秀　　𠮷村　結花（蟹谷小）

【中学生の部】

優　秀　　加納　涼成（大谷中）

【高校生の部】

最優秀　　杉浦　春咲（となみ野高校）
優　秀　　梶井　夕衣（となみ野高校）

（敬称略・順不同）

福祉作文入選者の皆さん

おめでとうございます。

心よりお祝い申し上げます。

社会福祉協議会長表彰の皆さん
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令和２年度　富山県社会福祉功労者表彰式　受賞者

第32回　富山県民ボランティア・ＮＰＯ大会　受賞者

10月13日（火）、サンシップとやまにおいて、令和2年度富山県社会福祉功労者表彰式が

開催されました。

小矢部市関係者では、次の方々が受賞されました。

10月8日（木）、サンシップとやまにおいて、第32回富山県民ボランティア・ＮＰＯ大会が

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模を縮小して開催されました。この大会は、県民

の皆さんのボランティア意識の普及・啓発とボランティア・ＮＰＯの交流促進等を目的として

います。

大会において、小矢部市関係者では、次の方々が受賞されました。

◇ 富山県知事表彰

　【社会福祉事業活動者の部】　　　多賀　庸子

◇ 富山県知事感謝状

　【永年勤続民生委員児童委員（15年以上）の部】　　　松本　陽子

◇ 富山県社会福祉協議会会長表彰

　【民生委員児童委員功労者の部】　　　掛作　芳昭

　【社会福祉事業関係功労者の部】

　（児童福祉施設）	 唐島　和美（小矢部市立石動きらりこども園）

	 田　英恵（小矢部市立水島保育所）

　（老人福祉施設）	 井関　摩由美（特別養護老人ホームほっとはうす千羽）

◇ ボランティア活動推進富山県民会議会長表彰

【団体の部】

　　小矢部市紅梅生活学校

　　東蟹谷長寿会

（敬称略）

昭和57年に健康で住みよい郷土の建設に寄与する

ことを目的に設立。市内の福祉施設にて音楽・手芸・

シーツ交換・喫茶ボランティアを行うほか、国道沿い

のごみ拾いを実施するなど、高齢者福祉や環境美化の

増進に寄与している。

昭和34年に友愛・親睦・健康維持増進・地域社会への貢献を目的に結成。社会福祉施設や

運動公園周辺の草刈清掃活動、高齢者単身世帯などの見守りや話し相手等支援活動、社会福祉

施設等への慰問活動を行うなど、地域福祉の増進に寄与している。

受賞されました皆さま、おめでとうございます。

右）小矢部市紅梅生活学校　山本さん

左）東蟹谷長寿会　得永さん
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9月15日（火）、市総合保健福祉センターにおいて、

小矢部市災害ボランティアコーディネーター研修会を

開催しました。

新型コロナウイルス感染症が拡大している状況下に

おける感染症拡大防止に配慮した災害ボランティアセ

ンターの運営とそれに伴う衛生配慮等

について、演習とワークをとおして参

加者の皆さんと考えました。

小矢部市災害ボランティアコーディネーター研修会

9月29日（火）、クロスランドおやべにおいて、小矢部市いきいきスポーツ大会を開催しました。

スポーツを通して、健康の保持と生きがいを高めることを目的に、５つの競技が行われました。

今年は、コロナ禍ということもあり、例年より規模を縮小し、感染症対策に配慮しての開催と

なりましたが、選手の皆さんは、おなじみの競技や新しい競技に真剣勝負！身体も心もリフレッ

シュして、元気に。

お手伝いいただいたとなみ野高校の皆さん、ありがとうございました。

また、9月27日（日）には、小矢部市立津沢小学

校にて小矢部市総合防災訓練が実施され、「小矢部

市災害ボランティアセンターの設置・運営訓練」を

行いました。コロナ禍におけるボランティア活動実

施日の災害ボランティアセンターでの感染拡大防止

の取り組みについて、災害ボランティアコーディ

ネーターの皆さんと開所前の準備や閉所後、翌日に

向けての準備・取り組みなどについて訓練しました。

災害は、いつ起こるかわかりません。災害時、地域と連携することで、

被災者の支援が行えます。コロナ禍の今だからこそ、『地域の力』が大切

です。普段から、「つながり」を大切に、「顔の見える」関係づくりを心が

けておきたいものですね。
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第４６回　小矢部市いきいきスポーツ大会

【お散歩リレー】

かごに乗せたペット（ペットボト

ル）を倒さないようにお散歩♪

なかなか難しい！

【忍び足で慎重に】

水入りペットボトルを両足に挟ん

で進みます。

落とさないようにヨチヨチ歩き！



子育てを応援して欲しい人と子育てを応援したい人が会員となり、

地域で子育てのたすけあい活動をします。

利　用　会　員
（子育てを応援して欲しい人）

◇市内に居住または通勤している人

◇６ヵ月〜小学校６年生までの子どもを

養育している人

　※利用料が必要です。

小矢部市ファミリー・サポート・センター

◇会員の募集・登録・研修等　　◇会員間の連絡調整　　◇情報提供や紹介

〒932−0821　小矢部市鷲島15（小矢部市社会福祉協議会内）

TEL 67−8611　　FAX 67−4896

※お気軽にお問合せ・ご相談下さい。

協　力　会　員
（子育てを応援したい人）

◇自宅で子どもを預かることができる人

◇心身ともに健康で熱意をもって活動し

ていただける人

　※資格、性別、年齢は問いません。

会員随時

募集中！

≪主な利用（活動）内容≫

・保育施設の保育開始時間前や保育終了後の子どものお世話。

・保育施設や自宅までの子どもの送迎。

・放課後児童クラブ終了後の子どものお世話。

・仕事や家庭の用事等で保護者が保育できないときのお世話。など

あなたの子育て応援します !!

小矢部市ファミリー・サポート・センター

援　助

利用料

連絡調整利用の申込み

まずは、ご登録ください♪

遊んで学んで脳いきいき!! 脳トレの時間です♪
皆さんの脳の活性化を目指し、「おやべ脳トレクラブ」の皆さんから問題です。

「２文字しりとり」問題です。前の言葉の末尾２文字が、

次の言葉の先頭２文字になります。問題

言語理解野を活性化させよう！
色々な答えが見つかるぞ。

〜解答例〜　①とやまけん→けんがく→がくわり→わりまし→ましかく　②ウイルス→るすばん→ばんけん→けんびきょう→ようかん

例）かたつむり → むりやり → やりなげ → なげなわ → なわとび

① とやまけん → → → → ましかく

② ウイルス → → → → ようかん
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主 な 活 動 内 容

荒川地区社会福祉協議会を紹介します

地区社協紹介だより

楽しく生きがいのある地域の福祉活動を目指して、今年３月末に荒川保育所が閉所し、保育所との交

流活動が今年度からできなくなりました。また、いきいきサロンに参加される方をもっと増やし、高齢

者の方の交流の場を活性化させたいという思いから今年度の企画を見直し、新たな取り組みを計画し

ていました。しかし、４月に新型コロナウイルス拡大防止の緊急事態宣言が発令され、予定していた活

動が全て中止となりました。そこで、９月に、民生委員や福祉推進員が、ひじりの園会員179名の家へ訪

問し、メッセージとクッキーを手渡しました。皆さんお元気で過ごされており、安心しています。

● 個別訪問によるケアネット活動	 ● 歳末慰問・訪問
● ふれあいいきいきサロン（年６回）	 ● あらかわ茶話会
● 一人暮らし交流会	 ● 赤い羽根共同募金
● 三世代交流と福祉のつどい	 ● 広報活動、福祉だより
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メッセージと菓子工房メルヘン

のクッキー手渡し

保育所児と

さつま芋植え

ロングのり巻き作り

シルバーリハビリ体操

ふれあいいきいきサロン

保育所との交流

三世代交流

石王丸レモンの会

楽しい茶話会

高齢者交通安全教室

自衛消防訓練
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な
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え
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と
は
あ

り
ま
す
か
。
身
の
回
り
の
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祉
に
は
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ろ
ん
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が

さ
れ
て
い
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。
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ん
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夫
が
さ
れ
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い
る
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を
私

が
体
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し
た
こ
と
を
も
と
に
説
明
し
ま
す
。

私
が
五
年
生
の
と
き
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
母
の

会
社
の
近
く
で
、

『
介
護
の
仕
事
、
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
』

と
か
い
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
見
ま
し
た
。
そ
の
ポ
ス

タ
ー
は
、
母
の
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
で
し
た
。
母
は
、
平

日
は
ほ
ぼ
毎
日
仕
事
で
、
汗
を
流
し
て
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
母
が
ど
れ
だ
け
大
変
な

の
か
知
り
た
く
て
、
体
験
し
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。会

社
の
玄
関
は
、
段
差
が
な
く
て
、
ゆ
る
や
か
な
平

ら
な
道
で
し
た
。
手
す
り
も
あ
っ
て
戸
は
、
力
を
入
れ

な
く
て
よ
い
ス
ラ
イ
ド
の
戸
で
し
た
。
仕
事
場
の
中
も
、

手
す
り
が
つ
い
て
い
て
段
差
が
な
く
、
み
ん
な
自
由
に

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
と
、

一
つ
目
の
仕
事
を
た
の
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
は
、

お
茶
を
み
な
さ
ん
に
持
っ
て
行
っ
て
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
お
茶
を
コ
ッ
プ
に
注
ぐ
と
き
、
お
茶
が
ぬ
る
く
し

て
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
な
ぜ
ぬ
る
く
し
て
あ
る
の
か
を

母
に
聞
く
と
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
急
に
冷
た
い

　
お
茶
や
熱
い
お
茶
を
飲
む
と
び
っ
く
り
す
る
か
ら
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
工

夫
し
て
あ
る
ん
だ
な
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

お
昼
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
二
つ
目
の
仕
事
を
た
の

ま
れ
ま
し
た
。
お
昼
の
ご
飯
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
決
ま
っ
て
お
り
、
紙
に
は

「
月
、
に
も
の
、
お
す
い
も
の
、
ご
飯

　
火
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
サ
ラ
ダ
、
ご
飯

　
水
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
　
…
　
　
　
」

と
書
か
れ
て
あ
っ
て
、
や
わ
ら
か
い
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
母
は
、

「
に
も
の
は
、
に
ん
じ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
を
よ
く
に
て

や
わ
ら
か
く
し
て
ね
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ご
飯
を
つ
く
っ
て
、み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
た
ら
、

母
に

「
皿
洗
い
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
し
て
ね
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
楽
し
く
話
し
な
が
ら
お
皿
を
洗
い

ま
し
た
。
す
る
と
、

「
今
日
は
こ
れ
で
終
わ
り
、
お
つ
か
れ
。」

と
言
っ
て
も
ら
い
体
験
は
終
わ
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
相
手
に
対
し
て
の
気
づ

か
い
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
い
ろ
ん

な
人
が
生
活
し
て
い
く
中
で
、
不
便
に
思
う
こ
と
や
不

安
に
思
う
こ
と
を
改
善
す
る
の
は
、
そ
の
場
に
い
た
一

人
一
人
の
力
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
は
、
だ
れ
か
一
人
が
動
か
な
い
と
変
わ

ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
で
き
な
い
の
な
ら
、
募
金
す
る
だ
け
で
も
少
し
の

命
が
救
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
こ
の
手
で

こ
の
力
で
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
動
か
し
、
変
え
て
い

き
明
る
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

福祉作文を紹介します

皆さまからお寄せいただいた募金は、市内の福祉施設や関係

団体、地区社会福祉協議会の活動など『小矢部市を良くするため』

に使われています。

また、コロナ禍にあっても「つな

がりをたやさない社会づくり〜あな

たは一人じゃない〜」をテーマに、

孤立、孤独の問題に取り組む活動を

支援してまいります。

今年も皆さまの

　　温かいご支援・ご協力を

　　　　　お願いいたします。 1,000円以上ご寄付いただいた方には、

マスクケースをお渡しいたします。

「赤い羽根共同募金運動」が始まりました!!
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今年もあと１月余りで終わります。今年は、

変化が大きい１年でしたね。私も小矢部市社会

福祉協議会に入職するなど、転機となる１年で

した。入職してから約半年が経ち

ますが、今思い返すと、色々あっ

たなとしみじみ思います。来年の

自分を思い描きながら、残りの１

月余りでできることは何か考えて

いきたいと思います。

家の中にも、点字がたくさんあります。どこにあ

るかわかるかな？探して、読んでみましょう♪

◇ ぷち・点字コーナー ◇

今回は、濁音、半濁音を

読みましょう。

日　時 　令和２年11月24日（火）13：30〜15：30

場　所 　小矢部市総合保健福祉センター　３階　研修室

対　象 　ファミリー・サポート・センター会員、地区社会福祉協議会、

　　　　　子育て中の方、興味のある方

内　容 　・子どもの世話について（市こども課　保健師）

　　　　　　「誰かに聞いてみたいけど・・・」、

　　　　　　「こんな時、どうするの！?」　　にもお応えします。

　　　　　・「いざ！！」というときの

　　　　　　　　　　乳幼児救命講習（小矢部消防署　職員）

日　時 　令和２年11月21日（土） 13：30〜14：30

場　所 　市総合保健福祉センター　３階　大会議室

内　容 　芸術の秋♪　障がいをお持ちの方と交流しながら、

　　　　　　　　　　　　　　　アート作品作りに挑戦しましょう。

　　　　（講師に、臨床美術士　前田 昌子さんをお迎えします。）

参加費 　無　料

申込締切 　11月16日（月）

小矢部市ファミリー・サポート・センター研修会

【申込み・問合せ】

小矢部市ファミリー・サポート・センター

（小矢部市社会福祉協議会内）

〒932−0821　小矢部市鷲島1 5番地

TEL：0766−67−8611

FAX：0766−67−4896

【申込み・問合せ】

　小矢部市社会福祉協議会

　T E L 　６７ー８６１１

※ ファミリー・サポート・センターについは、

　 ５ページをご覧ください。

お子様連れの参加もＯ.Ｋです。

ぜひ、ご参加ください。

令和２年度　障害者理解促進研修・啓発事業

〜ふれあい体験教室〜

入職１年目の

色々あった
ニャー
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